
 

 
 

 
むつ市議選、杉浦弘樹さん堂々当選、1258票獲得！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当選を祝い、ダルマに目を入れる杉浦氏（午後 10時半頃）    告示第一声は事務所前で（９月 29日午前 9時半頃） 
 
 
 

 
 

  

  

当落 候補者氏名 党 派 得票数 

当 浅 利 竹二郎 自由民主党 1,899 

当 大 滝 次 男 自由民主党 1,650 

当 村 中 浩 明 無 所 属 1,506 

当 山 本 留 義 無 所 属 1,485 

当 白 井 二 郎 自由民主党 1,380 

当 住 𠮷 年 広 公 明 党 1,331 

当 富 岡 直 哉 無 所 属 1,283 

当 杉 浦 弘 樹 無 所 属 1,258 

当 鎌 田 ちよ子 公 明 党 1,148 

当 斉 藤 孝 昭 無 所 属 1,140 

当 浜 田 栄 子 無 所 属 1,118 

当 佐 藤 広 政 無 所 属 1,077 

当 工 藤 祥 子 日本共産党 1,033 

当 原 田 敏 匡 無 所 属 1,000 

当 佐 藤  武 日本共産党 986 

当  東  健 而 無 所 属 952 

当 佐々木 隆 徳 無 所 属 930 

当 富 岡 幸 夫 自由民主党 882 

当 佐々木  肇 無 所 属 881 

当 佐賀英  生 無 所 属 860 

当 岡 崎 健吾 無 所 属 854 

当 野 中 貴 健 無 所 属 839 

落 半 田 義 秋 自由民主党 786 

落 野 呂 泰 喜 無 所 属 712 

落 新 谷 泰 造 無 所 属 513 

合計 27,503 

 

【むつ市議選 開票結果】 

〔有権者数 48,588名〕〔投票者数 27,873名〕 

〔投票率 57.37％〕〔うち有効投票数 27,503票〕 

皆様のご支援、ご協力に厚くお礼申しあげます。 

総支部代表 目時睦男 
 
 ６日投票の市議選は総支部の推薦する杉浦弘樹候補が 8位と

いう素晴らしい成績で見事に当選しました。この間の党員、支

持者の皆様の奮闘に心より感謝申しあげます。 

 私の引退表明後、日土氏への後継負託、そして８月初旬の同

氏の無念の立候補断念、急遽、杉浦氏の擁立と非常に慌ただし

い闘いでした。過去に経験のないほどの短期決戦となり、なか

なか先の見えない闘いでしたが見事、前回の私の票を上回る

1258票を獲得しました。この間の皆様の活動とご協力にあら

ためてお礼申し上げます。 

 今後は私たちの付託したさまざまな政策や課題について手を

携えて実現に向けて奮闘することを強く祈念するものです。 

ご支援、まことにありがとうございました。 

 杉浦弘樹 
 

 この度の闘いは、私自身、まったく準備もなく、予想だにし

ない闘いでありました。日土氏の立候補取り止めによる目時代

表よりの代替出馬の打診を８月に受け、熟考を重ねての決断で

ありました。県議選の経験があるとは言え、市議選は全く別物

であり、手探り状態の２か月間でありました。 

幸い、貴党はもとより、国民民主党や立憲民主党の推薦や支

持をいただき当選の栄誉にあずかることができました。 

今後は目時代表の後継として恥じない行動、日土氏の無念の

胸中を察しながら、支援いただいたみなさまはもとよりむつ市

民すべての幸福と市政の健全なる発展のために全力を尽くした

いと考えております。そのためにも、これからは機会あるごと

に貴総支部や支援いただいた労組のみなさまと話し合いなが

ら、一層連携を深めてまいりたいと思います。 

最後に初心を忘れず、そして貴党との政策協定書に基づき誠

心誠意、議員活動に邁進することをお約束し、取り急ぎのお礼

の言葉とします。本当にありがとうございました。 
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             久しぶりに明るい話題！～最近の新聞から 
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再処理工場問題に続き、今度は『六ケ所ソイルセンター』が問題です！操業、間近に迫る。 

 

衝撃が走った新聞報道！ 7/31東奥日報に掲載さ

れた｢汚染土処理来月中旬稼動六ヶ所ソイルセンタ

ー｣の記事に驚きました。 

｢首都圏や北海道の建設現場で発生したフッ素や

鉛などを含む汚染土壌を洗浄する｣というのです。 

しかし、8/4のデーリー東北には｢ヒ素やフッ素 

などの重金属を含んでいる｣汚染土壌、同日の東奥 

日報には｢鉛、ヒ素などの重金属を含む土壌を取り 

扱う｣と書かれています。 

｢汚染土壌を洗浄して再利用する｣と書かれている

一方で、洗浄したあとの有害物質を含む汚染水の処

理については全く触れられていません。 

｢六ヶ所村に運ばれてくるのはリニア残土ではな

いのか｣という憶測が飛んでいます。なぜなら、リ

ニア残土にはヒ素、フッ素が含まれており、しかも

処分先は非公表と JR東海は云うのです。 

もしも、六ヶ所村に運ばれてくるものがリニア残

土だとしたら、ヒ素やフッ素のほかに、ウランも含

まれている汚染土壌ということになります。六ヶ所

村民にも、青森県民にも何の説明もなく、そのよう

な汚染されたものを運び込み、残った有害物質を村

内に留め置くとしたら大変です。十分な説明と情報

公開を求めることが重要です。 

ソイルと土壌の意味です。ソイルセンターは建設現場から出た汚染土壌を洗浄する施設です。 

 

リニア残土とは？ 

 リニア中央新幹線(品川一名古屋間)の 286 kmのうち、

86％の 246 kmがトンネル区間。全線の工事で発生する残土

量は約 5680万㎥。このうち岐阜県内の発生土量は約 1280万

㎥。2018 年３月に、この岐阜県の残土から環境基準を超え

るヒ素とフツ素が検出されたと発表されました。 

 また、2018年５月と６月の残土から微量ウランが検出さ

れたことが、2019年８月に情報公開請求でわかりました。

JR東海はこのことを公表していませんでした。さらに、山

梨県ではリニア残土から｢規準の９倍のヒ素が検出された｣と

2019年６月 26日に報道されています。 

東京ドーム 50杯分の残土をどこへ？ 
 リニア残土には、ヒ素、フッ素、鉛などの重金属を含む有害物

質が含まれており、各地で汚染残土の持ち込みが拒否されていま

す。さらに、岐阜県で微量とはいえ、ウランが検出されていたこ

とが明らかになり、ますます受け入れ先が無くなっています。ま

た、静岡県では、このトンネルエ事によって大井川の水枯れが生

じるとして県知事が工事の許可を出していません。 

 しかし、ＪＲ東海はこのリニア残土を何とか搬出できるように

横浜や川崎にこの残土を使った港を作ろうとしたり、処分先を明

らかにしないまま全国各地へ運ぼうとしています。残土の処理が

スムーズに進まなければ、リニア新幹線の工事自体が遅れてしま

うからです。 

 

～各地でリニア残土の受け入れが拒否されています～ 

 

この記事は遠藤順子さんが事務局を務め
る『六ケ所村の新しい風をおこす会』のニ
ュースから転載しました。このニュースは
10 月６日、六ケ所村内へ配布、新聞折り込
みしました。 



原子力ムラ～判決と不祥事から見える歪んだ構図 

いったいどうなっているのか。東京電力旧経営陣への

無罪判決と関西電力幹部 社員の金品受領問題である。

一方は被害者に背を向けて国と原子力政策を忖度（そん

たく）し経営陣の責任を不問にする判決、他方はいまだ

に続く不透明な原子カマネーの還流による癒着構造と電

力会社の隠ぺい体質を赤裸々とした。 

 東電の旧経営陣３人が業務上過失致死傷罪で強制起訴

された裁判は９月 19日、東京地裁で無罪判決が言い渡

された。「国の『長期評価』は具体的な根拠を示してお

らず、信頼性に疑いが残る」「安全対策が終わるまで原

発を止める義務があったとは言えない」「事故前の法規

制は、絶対的な安全確保を前提としていない」など、原

告の訴えはことごとく否定された。 

起訴された経営陣に寄り添い、被害者には門前払いと

開き直り判決だ。「原子カムラ」に組み込まれた司法の

一面を見せつけられたとも言える。海外で原発事故が起

きるたびに、「日本では起きない」と言い続けてきたそ

の事故が起きたのであって、そう言い続けてきたことの

責任、その姿勢が問われてきたのである。この責任を原

告はじめ多くの国民が裁判に求めたのである。電力会社

や国そして司法にもその自覚がないことこそ問題である。 

 その後、驚くべき不祥事が発覚した。関西電力の幹部

ら 20人が福井県高浜町の元助役から７年間にわたって

総額３億 2000万円相当の金品を受け取っていたのであ

る。金品の原資は関電が受注企業に支払った工事費等か

ら捻出された裏金だ。今後さらに不祥事の真相が暴かれ

ていくことになる。電気事業連合会の会長を務める関電

社長は記者会見で、「個人の管理下で保管」などと言い

逃れ、「不適切だが違法ではない」と開き直った。「法

令順守」とは、法令に違反しない限り何をやっても許さ

れるというものではない。法令に違反しないだけではな

く、それが疑われるようなこともすべきでないというこ

とだ。「不適だが違法ではない」という発言は、コンプ

ライアンスの公然たる否定である。ここにも原発事故で

問われた電力会社に対する責任の自覚と反省はない。 

 今回の判決と不祥事は、ゆがんだ「原子カムラ」が相

変わらず温存され、「３・11」を経ても何も変わってい

ないことを明らかにした。原発をめぐるゆがんだ構図、

とりわけ関電金品受領問題については、臨時国会で厳し

く追及していかなければならない。 

 

 （党中央本部の主張より転載） 
 

 

 

 

 

 


